
＜タイトル＞ 

村民の森でかんじきをつくろう！ 

＜テーマ＞ 

村民の森でクマヤナギを採取し、わかんじきを作製する。 

＜目的＞ 

森の手入れと共に採取したクマヤナギの有効活用を考える。 

＜対象＞ 

村内外の森作りに関心をもつ人 

＜日時＞ 

平成 27年 11月 28日（土）午前 9時から午後 3時まで,もみの木荘駐車場に集合 

＜作業する場所＞ 

村民の森（ペンション線沿いの伐採した森） 

＜参加者募集＞ 

定員 10名、小学生以下は親同伴です。 

＜参加者の服装と用意する物＞ 

作業が出来る服装、軍手、防寒着、昼食と飲み物、 

用意できる方はメジャー、カンナ、ノミ、木槌、ノコギリ、ペンチをお持ちください。 

＜参加費＞ 

1000円 

「材料」 

クマヤナギ：（太さ 20～25ｍｍ）、（長さ 60ｃｍを 4本） 

針金：№18（1.2ｍｍ×110M）  、80ｃｍ×８本 

木の爪：  4本 

ロープ：  6～7ｍ×２本（クレポリロープ、6ｍｍ×50Ｍ） 

「スタッフで用意する道具」 

かまど、羽釜、水、ステンレスの筒又はドラム缶、丸太、針金、ロープ、メジャー、カンナ、ノミ、木槌、ノコ

ギリ、ペンチ 

＜作業手順＞ 

１．村民の森でクマヤナギを採取する。 

２．60ｃｍに切り皮付きのままステンレスの筒又はドラム缶で１ｈｒ

蒸す。 

３．皮をむき長径約 16ｃｍの丸太に押し付けて曲げ、ロープ等で固定

する。 

４．冷却後曲げた 2本の接する面を 15ｃｍづつ平らに削る。 

５．木の爪を作る。 

６．平に削った中心から 15ｍｍづつ深さ 5ｍｍで溝を

作る。 

７．木の爪をはめて両側を針金で撒き止める。 

８．ロープを巻いて仕上げる。 


